
　
谷
口
雅
宣
先
生
は
、
昨
年
（
二
〇
二
四
年
）
十
月

二
十
八
日
の
「
谷
口
清
超
大
聖
師
十
六
年
祭
」
で
の

ご
挨
拶（
動
画
）を
、【
清
超
先
生
と
『
飛
鳥
讃
歌
』】

と
の
題
名
で
、
生
長
の
家
の
公
式
サ
イ
ト
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　『
飛
鳥
讃
歌
』（
ひ
ち
ょ
う
さ
ん
か
）
は
、『
大
自
然

讃
歌
』『
観
世
音
菩

薩
讃
歌
』
に
続
き

三
冊
目
の
讃
歌
と

し
て
上
梓
さ
れ
ま

し
た
。
雅
宣
先
生

は
、「
清
超
先
生
の

御
著
書
は
、
体
験

談
を
引
用
さ
れ
な

が
ら
、
真
理
を
説

か
れ
た
も
の
が
多

い
」
と
お
示
し
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

「
人
生
は
素
晴
ら
し
い
」
を
テ
ー
マ
に
、深
い
意
味
で

の
〝
人
生
讃
歌
〟
を
お
説
き
く
だ
さ
っ
た
こ
と
な
ど
、

『
飛
鳥
讃
歌
』誕
生
の
一
端
に
ふ
れ
た
よ
う
に
思
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
人
生
は
必
ず
し
も
通
俗
的
に
素
晴
ら
し
い
の
で

は
な
く
、〝
人
生
は
魂
の
訓
練
場
〟
と
し
て
素
晴
ら
し

い
の
で
あ
る
」「
神
の
子
の
神
性
を
顕
す
訓
練
場
で
あ

る
か
ら
、
不
幸
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
で
も
失
敗

し
た
こ
と
で
あ
っ
て
も
人
生
に
〝
ム
ダ
な
こ
と
〟
は

一
つ
も
な
い
」
…
。

　
是
非
、【
清
超
先
生
と
『
飛
鳥
讃
歌
』】
を
視
聴
さ

れ
て
、『
飛
鳥
讃
歌
』
を
拝
誦
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　
生
長
の
家
で
は
、
立
教
以
来
、
変
わ
ら
な
い
〝
天

地
一
切
に
感
謝
〟〝
す
べ
て
は
神
に
お
い
て
一
体
〟
の

教
え
を
説
い
て
お
り
ま
す
。
そ
し

宝
蔵
神
社
の
霊
牌
供
養
に
つ
い
て

（
次
頁
に
続
く
）

『
飛
鳥
讃
歌
』の
す
す
め

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山 

宮
司
・
総
務

目
　
等
　
泰
　
夫

─
─ 【
清
超
先
生
と『
飛
鳥
讃
歌
』】
に
学
ぶ 

─
─
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じ
る
こ
と
を
率
直
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
讃
歌
は
、
母
・
有
彩
と
そ
の
流
産
児
・
有
児

の
対
話
を
通
し
て
進
ん
で
い
き
ま
す
が
、
私

は
対
話
を
読
ん
で
い
く
と
、
感
慨
深
い
気
持

　
五
月
に
新
経
本
『
飛
鳥
讃
歌
』
が
発
刊
さ

れ
、
宇
治
で
も
練
成
会
や
祭
典
で
読
誦
の
機

会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
担
当
す
る
飛
鳥
大
使
を
務
め
て
い
ま
す
の

で
、
今
回
は
『
飛
鳥
讃
歌
』
を
読
誦
し
て
感

　

今
年
の
「
宝
蔵
神
社
盂
蘭
盆
供
養
大

祭
」
は
、
昨
年
と
同
様
に
、
来
る
八
月

十
八
日
の
午
後
四
時
か
ら
「
自
然
災
害

並
び
に
世
界
規
模
感
染
症
物
故
者
追
悼

慰
霊
祭
」、
翌
八
月
十
九
日
の
午
前
九

時
か
ら
「
宝
蔵
神
社
盂
蘭
盆
供
養
大
祭 

本
祭
」
の
み
祭
り
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

両
み
祭
り
は
、総
裁
・
谷
口
雅
宣
先
生

が
斎い

つ
き
ぬ
し主
と
し
て
ご
奉
祀
く
だ
さ
り
、
白

鳩
会
総
裁
・
谷
口
純
子
先
生
が
ご
臨
席

く
だ
さ
い
ま
す
。

　

両
み
祭
り
の
模
様
は
、
生
長
の
家
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
直
接
ア
ク
セ
ス
し

て
視
聴
で
き
ま
す
。

て
、
自
然
界
の
万
物
と
共
に
、
生
か
し
合
い
、

結
び
合
う
生
き
方
の
実
践
を
通
し
て
、
わ
れ

わ
れ
と
未
来
の
人
類
が
幸
福
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
万
教
帰
一
の
教
え
か
ら
、
聖
経
・

讃
歌
の
読
誦
に
よ
り
、
宗
派
を
超
え
て
御
霊

を
供
養
す
る
と
い
う
画
期
的
な
方
法
が
実
現

し
て
、
宝
蔵
神
社
に
霊
牌
を
お
祀
り
し
て
供

養
す
る
〝
霊
牌
供
養
〟
が
広
く
行
わ
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
宝
蔵
神
社
の
霊
牌
供
養
に
よ
り
ま
し
て
、

真
理
の
言
葉
が
法
施
と
な
っ
て
、
多
く
の
ご

先
祖
の
御
霊
様
が
解
脱
向
上
を
得
る
こ
と
が

出
来
、
さ
ら
に
、
宝
蔵
神
社
本
尊
神
霊
の
諸

神
諸
菩
薩
様
の
お
導
き
を
う
け
ま
し
て
、
霊

界
か
ら
の
光
明
化
の
働
き
を
し
て
く
だ
さ
る

の
で
す
。
ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
て
先
祖
供
養
を

続
け
て
お
り
ま
す
と
、
供
養
を
う
け
た
こ
と

の
感
謝
報
恩
に
、
ご
先
祖
様
が
守
護
の
霊
と

し
て
子
孫
を
健
康
と
繁
栄
と
に
導
い
て
く
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
今
年
も
ま
た
、
多
く
の
ご
先
祖
の
御
霊
様

の
霊
牌
を
、
真
心
を
込
め
て
お
書
き
い
た
だ

き
、
供
養
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

◎
行
事
名　

自
然
災
害
並
び
に
世
界
規
　
　
　

　
　
　
　
　
模
感
染
症
物
故
者
追
悼
慰
　
　

　
　
　
　
　
霊
祭

◎
時　

間　

２
０
２
５
年
８
月
18
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
〜

◎
行
事
名　

宝
蔵
神
社
盂
蘭
盆
供
養
大

　
　
　
　
　
祭
本
祭

◎
時　

間　

２
０
２
５
年
８
月
19
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～

「宝蔵神社盂蘭盆供養大祭」
ライブ配信のご案内

ラ
イ
ブ
配
信
２

ラ
イ
ブ
配
信
１

※
ラ
イ
ブ
配
信
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

0
5
5
1
ー­­
4
5
ー
7
7
9
0
（
生

長
の
家
国
際
本
部 

ラ
イ
ブ
配
信
問

い
合
わ
せ
窓
口
）

毎日毎日は奇蹟的にユニークである

『
飛
鳥
讃
歌
』を
読
ん
で
感
じ
る

　
　
　
　
　
　  

感
謝
と
喜
び

随想

練
成
部 

課
長
代
行

岡

田

浩

二
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ち
に
な
り
ま
す
。
有
彩
と
有
児
が
和
解
す
る

姿
と
、
有
彩
の
語
る
真
理
を
読
ん
で
い
く
と
、

ど
こ
か
自
分
の
体
験
と
重
な
り
「
生
長
の
家

を
知
れ
て
良
か
っ
た
な
」
と
い
う
気
持
ち
に

な
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
心
に
一
番
響
く
箇
所
が
最
後
の

〝
自
他
不
二
〟
の
項
目
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
有
児
よ
、
飛
び
ゆ
け
。
吾
は
汝
と
と
も
に
有

る
也
。」
と
い
う
言
葉
で
す
。

　「
飛
び
ゆ
け
、
有
児
」
の
と
こ
ろ
で
は
、
両

親
と
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
す
。
ま
ず
、
な
ぜ
両

親
な
の
か
と
い
う
と
、
有
紗
が
息
子
の
有
児

を
自
由
に
解
き
放
っ
た
姿
が
、
両
親
と
重
な

る
か
ら
で
す
。

有
紗
は
母
と

し
て
伝
え
た

か
っ
た
こ
と

を
、
息
子
の

有
児
に
理
解

し
て
も
ら
え

ま
せ
ん
で
し

た
が
（
総
裁

先
生
が
説
明

さ
れ
た
よ
う

に
、
人
生
経
験
の
な
い

有
児
に
は
真
理
が
理
解

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
）、

そ
ん
な
息
子
を
「
有
児

よ
、飛
び
ゆ
け
」
と
、幸

せ
を
願
っ
て
解
き
放
ち

ま
し
た
。
思
え
ば
私
も

両
親
の
思
い
が
分
か
ら

ず
反
発
も
し
ま
し
た
が
、

結
局
は
私
の
自
由
に
や

ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
失
敗
も
し
ま
し
た
が
、

色
々
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
が
あ
り
、

生
長
の
家
の
真
理
も
心
に
響
き
、
理
解
も
進

ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
両
親
を
思

い
出
し
、
感
謝
の
思
い
が
湧
い
て
く
る
の
で

す
。

　
ま
た
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
も
浮
か
び

ま
す
。
特
に
「
飛
び
ゆ
け
」
と
い
う
言
葉
が
、

警
察
官
と
整
骨
院
を
辞
め
る
際
に
、
上
司
や

同
僚
、
患
者
さ
ん
か
ら
「
頑
張
れ
よ
」「
何
か

あ
っ
た
ら
連
絡
し
て
こ
い
」「
開
業
し
た
ら
絶

対
行
く
よ
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
言
葉
と
重

な
り
ま
す
。
独
り
よ
が
り
な
私
で
し
た
が
、皆

に
支
え
ら
れ
、
育
て
て
い
た
だ
い
て
の
自
分

だ
っ
た
と
、
生
長
の
家
を
知
っ
た
今
は
分
か

り
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
も
思
い
出

し
、
感
謝
の
気
持
ち
が
湧
い
て
く
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
続
く
「
吾
は
汝
と
と
も
に
有
る

也
。」
と
い
う
言
葉
で
、両
親
、お
世
話
に
な
っ

た
方
々
を
含
む
皆
と
共
に
生
き
て
い
る
ん
だ

と
喜
び
を
感
じ
、
さ
ら
に
「
恩
返
し
し
て
い

こ
う
」「
神
の
子
を
生
き
よ
う
」
と
い
う
思
い

に
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
以
上
が
、
私
が
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、
現
象

の
人
間
の
対
話
形
式
だ
か
ら
こ
そ
、
様
々
な

気
付
き
に
繋
が
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
練
成
行
事
や
祭
典
、
個
人
で
の
読
誦
を

積
み
重
ね
て
い
き
、
さ
ら
に
深
く
真
理
を
感

じ
て
い
け
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

あなたの希望は既に実現している

宝　　蔵
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　２日(土)10:00　末一稲荷神社祭、精霊招魂神社祭
　７日(木)14:00　霊牌合祀祭（命日供養祭は繰り上げて実施）
　９日(土)14:00　霊牌合祀祭（命日供養祭は繰り上げて実施）
１２日(火)13:00　霊牌合祀祭（命日供養祭は繰り上げて実施）
１３日(水)10:00　全国流産児無縁霊供養塔供養祭
１４日(木)13:00　霊牌合祀祭（命日供養祭は繰り上げて実施）
１６日(土) 5:40　送霊祭　みたまぬきの儀
１６日(土) 7:30　送霊祭　霊牌奉送の儀
１７日(日) 8:00　御神火奉戴の儀
１７日(日) 8:30　送霊祭　浄火の儀
１８日(月)16:00　自然災害並びに世界規模感染症物故者追悼慰霊祭
１９日(火) 9:00　宝蔵神社盂蘭盆供養大祭本祭
２０日(水) 9:20　霊牌焼納予備日

◆８月宇治別格本山で執り行う祭典予定◆

霊牌奉送の儀

霊牌合祀祭

※「盂蘭盆供養大祭本祭」「自然災害並びに世界規模感染症物故者追悼慰霊祭」につきましては、
、　　近隣教区から推薦された参列者のみのご参列とさせていただきます。
　ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。

《祥月命日供養祭の繰り上げ日について》
　　８月７、９、１２日分は８月３日に、８月１４～２０日分は８月１０日に行われます。

私はすべての人に内在する神性・仏性を拝む

宝　　蔵 No.128
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浄火の儀

自然災害並びに

世界規模感染症物故者追悼慰霊祭

宝蔵神社

盂蘭盆供養大祭本祭

私は内なる「無限」に向かって進んでいる

宝　　蔵令和７年８月１日
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2025年8月
　　　　　会場:大講堂

8/10(日)

【テーマ】

祈り合いの神想観

10:15   聖歌・笑い

10:20　開会の祈り

【ご先祖と共に悦びの一日講話プログラム】

一即多・多即一の真理

清水　志郎

清水　志郎

10:25   講話

11:05　休憩・笑い

11:15   講話
　

『飛鳥讃歌』

『伸びゆく日々の言葉』

『飛鳥讃歌』

『伸びゆく日々の言葉』

根本的な善業は、神の善意を信ずること

田野　靖彦

12:55　 聖歌・笑い

13:00 体験談 岡田　多美子

12:00　食事の神示

　　　　　　昼食休憩

岡田　伊都子

『飛鳥讃歌』

13:15   講話

ハイハイ、私は神の子でございます

14:00　休憩・笑い

14:15   講話

『伸びゆく日々の言葉』

岡田　浩二

『飛鳥讃歌』

 四無量心は神の愛にして、

"人間神の子"の証なり

「祈り合いの神想観」実修

岡田　浩二

『伸びゆく日々の言葉』

15:00

15:35　終了予定

15:30　閉会の祈り

岡田　浩二

◆申し込み方法（2つあります)
①練成部へお電話

※9時20分～17時の間に練成部

(０７７４- ２１- ２１５３）にお掛け下さい

②参加申込フォーム

下の参加申込フォームQRコードより入り、

必要事項を記入して予約してください。

⇦《参加申込フォーム》

☆参加申込フォームは、ホームページ、Facebook

からも入れます

▼奉納金

・大人1,500円

・子供（3～12歳）750円

《迎えのバスが出ます》

京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えのバスを手配

いたします。

・出発時間：京阪宇治駅９：４0発

ＪＲ宇治駅９：５５発

・集合場所：各駅ロータリー

（JR宇治駅は改札を左側に出て、左の階段

降りた所にある南側ロータリーとなります。

運転手が「生長の家」のプラカードを持って

立っています）

出迎えは上記時間の１回のみです。各駅時間となり

ましたら出発します。乗車ご希望の方は出発時間ま

でに集合場所に来ていただくようお願い致します。

ぜひご利用ください。

《タクシーで来られます方へ》

練成会の受付は、新練成道場1階となります。

行き先を「宇治別格本山の地下3階駐車場まで」と

お伝えください（大拝殿前ではありません）。

地下3階駐車場からエレベーターで1階に上がって

すぐの場所に練成会受付がございます。

◆申し込み期限

前日(8月9日(土))まで

人生の道程に“当の失敗”はない

2025 年８月 【ご先祖と共に悦びの一日講話プログラム】  会場：大講堂

宝　　蔵
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9/5 (金) 9/6 (土) 9/7 (日)
4:45   起床 4:45   起床
5:05   早朝行事　先導：清水　志郎
          聖経「甘露の法雨」
　　   「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

5:05   早朝行事　先導：岡田　伊都子
      　 聖経「甘露の法雨」
         「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

6:30   感謝行(15分) 6:30   感謝行(15分)

　   　　 感謝はすべてを癒す
　　　　    　千羽　真平
　　　      『二百字日記３』
　『人生の扉を開く〈第2集〉』・宝蔵申込書

９月【第627回 神性開発 宇治 短期練成会 プログラム】会場:大講堂

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

7:50   聖歌・笑い 7:50   聖歌・笑い
8:00 「人類同胞大調和六章経」 読誦
　　　　　　　岡田　浩二

8:00　「万物調和六章経」 読誦
　　　　　　　清水　志郎

    　　  輝く未来が待っている
　　     　 　目等　泰夫
 　　        『飛鳥讃歌』
　　    『人生の扉を開く〈第2集〉』

8:20   講話 8:20   講話
　    どこまでも明るい神の子の本性
　　　　 　　岡田　伊都子
　『夢の地平線』『如意自在の生活365章』

       　すべての生命に祝福礼拝
 ～神・自然・人間の大調和する世界へ～
　　　　　　　岡田　浩二
『二百字日記３』『合本讃歌』・研修生募集案内

9:10　「実相円満誦行」実修
　　　　　 　岡田　伊都子

9:10　休憩・笑い
9:20　体験談　藤本  和博

9:30   休憩・バスで幽斎殿へ移動 9:35   講話

      　　善一元なる神への信仰
　　    　　　 目等　泰夫
　　『日々の祈り』『飛鳥讃歌』

10:00 「入龍宮幽斎殿にての神想観」実修
　　　　 　　　阿部　秀輝

京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えのバスを手配いた
します。
◇昼食前の
　・京阪宇治駅 １１：１５発
　・ＪＲ宇治駅 １１：２５発
◇練成開始前の
　・京阪宇治駅 １２：１５発
　・ＪＲ宇治駅 １２：２５発
に各駅2回ずつ出迎えいたします。
集合場所：各駅ロータリー（運転手が「生長の家」
のプラカードを持っています）
※昼食は、宇治別格本山でお召し上がりいただけ
ます。(食堂11:30～13:00）

10:20　「祈り合いの神想観」実修
　　　　　   　千羽　真平

10:30   講話(幽斎殿)
　　自分が変われば世界が変わる
　　　　　  阿部  秀輝
　　　『飛鳥讃歌』
　　　『如意自在の生活365章』

10:45　休憩・笑い

11:00
            体験決意発表

11:45
        バスで新練成道場へ移動・休憩 11:40   結語講話

15:20　休憩・大拝殿へ移動

12:00
　 　　 　昼食休憩

11:00より受付を開始いたします 12:30　閉会式・使命行進曲・挨拶
12:50　 聖歌・笑い

13:00　経本「大自然讃歌」読誦 岡田  浩二 12:40　終了予定
　
　　昼食をお召し上がりいただけます

昼食後に、ＪＲ宇治駅と京阪宇治駅までの送り
のバスを2本手配いたします。

13:00
　　　　先祖供養説明及び霊牌記載
　　　　　　服部　信雄

13:20　開会式・挨拶　目等　泰夫
13:30   講話

18:20　聖歌・笑い

13:40　体験談　千羽　椋子

13:55   講話
《テキスト》
・二百字日記３
・日々の祈り
・夢の地平線
・新しい文明を築こう・中巻
・如意自在の生活365章
・詳説神想観
・人生の扉を開く〈第2集〉

《行事で使用するもの》
・聖経四部経
〔聖経甘露の法雨・聖経天使の言葉・
　聖経続々甘露の法雨・聖使命菩薩讃偈〕
・合本讃歌〔観世音菩薩讃歌・大自然讃歌〕
・飛鳥讃歌
・人類同胞大調和六章経
・万物調和六章経
・聖歌歌詞集

《持ち物》
・洗面用具（シャンプーはありません。
   ご持参ください）
・筆記用具
・着替え
・ハンカチ
・マイ箸、マイボトル
※売店と自動販売機は撤去いたしました
　のでご注意ください

　　　 今ここに新たに生まれ
　　　～浄心行の意義・説明～
        　　  　  清水　志郎
　　　『新しい文明を築こう・中巻』

14:20　休憩・笑い
14:30　講話
     　　　生長の家の‟真の祈り"
　　　　　 ～神想観は素晴らしい～
　　      　　清水　志郎
　　『詳説神想観』・神想観のプリント

14:50   　浄心行用紙記載
　　　　　聖経読誦　　清水　志郎

15:30　休憩・笑い

  　　   　神の子の魂を解放せよ！
              　 　 岡田　浩二
　　   　『日々の祈り』『詳説神想観』

19:20　会場準備
19:30
　　　　　「浄心行」
　 　　　　清水　志郎
　　　　　聖経『甘露の法雨』
　　　　　『万物調和六章経』
 　  　　　『聖歌歌詞集』
　　　※浄心行後に送りのバスが出ます

20:00　「基本的神想観」実修
　　　　　　  岡田　浩二

15:40
　
　　　　   悦びの座談会
　　　　　 （Q＆A）

15:40

　　　　「先祖・流産児供養祭」
　 　　　　聖経『天使の言葉』
　　　　　『聖歌歌詞集』　　　会場:大拝殿

16:30
　
           　　夕食・入浴休憩

16:40
　
           　　夕食・入浴休憩

【奉納金】
　・一泊4,000円
　　子供(3～12歳)2,750円
　・日帰り1,500円
　　子供(3～12歳)750円

20:30
　　     就寝準備 20:40　体験感想文記載

　　　　就寝準備

18:30　聖歌・笑い 18:30   講話
18:40　経本「飛鳥讃歌」 読誦
　　　　　　清水　志郎

  　　　  父母の愛に導かれて
           　  　鵜飼　俊光
 　　　　『夢の地平線』
　　　　 『如意自在の生活365章』19:10   講話

申
し
込
み
方
法
（
2
通
り
あ
り
ま
す
）

①
練
成
部
へ
お
電
話
（
０
７
７
４-

２
１-

２
１
５
3
）

※

9
時

20
分
～
17
時
の
間
に
お
掛
け
く
だ
さ
い

②
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ま
た
は

左
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
〉

申
込
期
限

・
宿
泊
の
方
は
9
月
4
日(

木)

ま
で

・
日
帰
り
の
方
は
参
加
前
日
ま
で

☆
予
約
制
と
な
り
ま
す
。(

当
日
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

参加申込
フォーム

※

万
が
一
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、
分
か
っ
た
時
点
で
連
絡

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

22:00  消灯 22:00 消灯

問題解決の第一の鍵、それは「愛」である

９月 【第627回 神性開発 宇治 短期練成会 プログラム】   会場：大講堂
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肺
腺
が
ん
に
な
り
余
命
を
告
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
今
な
ら
宇
治
の
練
成
会
に
行
け
る
と

思
い
、
も
う
一
度
過
去
に
味
わ
っ
た
感
動
を

味
わ
い
た
い
と
思
っ
て
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
来
る
前
に
は
横
に
な
る
時
間
が
多

く
、
行
事
も
多
分
部
屋
で
横
に
な
っ
て
聴
く

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
二

日
目
朝
の
実
相
円
満
誦
行
で
は
正
し
く
正
座

し
て
、
最
後
ま
で
声
を
出
せ
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
の
先
祖
供
養
祭
・
浄
心

行
も
し
っ
か
り
と
聖
経
を
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
息
が
苦
し
く
少
し
歩
く
の
も
息
が
上
が

り
、
家
で
は
最
低
限
の
家
事
を
ゆ
っ
く
り
し

て
い
る
状
態
で
し
た
が
、
元
々
の
明
る
く
活

動
的
な
自
分
に
戻
っ
て
き
た
よ
う
な
気
分
で

す
。
同
じ
地
区
か
ら
同
行
し
て
く
だ
さ
っ
た

誌
友
様
お
二
人
に
は
、
も
っ
た
い
な
い
程
の

お
気
遣
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
喜
び
と
感
謝

た
で
す
。
実
家
の
両
親
や
婚
家
の
両
親
も
ず

い
ぶ
ん
前
に
亡
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
四
人

と
も
仲
が
良
く
、
姑
さ
ん
も
良
い
人
で
可
愛

が
っ
て
く
だ
さ
っ
た
し
、
仲
の
良
い
親
子
で

し
た
。
で
も
感
謝
が
足
り
な
か
っ
た
な
ぁ
と

い
う
思
い
が
今
日
の
行
で
湧
い
て
来
て
、
涙

が
溢
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
実
相
円
満
誦

行
」
の
実
修
も
心
が
震
え
ま
し
た
。
や
は
り

練
成
会
は
心
を
浄
め
て
く
れ
る
場
所
で
素
晴

ら
し
い
で
す
。

　
自
宅
に
帰
っ
て
も
朝
夕
の
神
想
観
と
聖
経

読
誦
、
そ
し
て
家
で
帰
り
を
待
っ
て
い
る
主

人
を
拝
む
こ
と
、明
る
い
心
を
持
つ
こ
と
、夫

婦
二
人
な
の
で
も
っ
と
笑
う
こ
と
を
心
が
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
過
去
度
々
練
成
会
を
受
け
ま
し
て
そ
の
都

度
、
感
銘
、
反
省
等
、
沢
山
得
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
主
人
の
長
年
の
看
病

等
で
叶
わ
ず
に
い
た
と
こ
ろ
、
娘
と
自
分
に

問
題
が
起
き
、
ま
ず
は
先
祖
供
養
を
し
た
い

と
の
強
い
希
望
で
、
母
娘
で
参
加
を
決
め
ま

し
た
。
今
回
は
娘
が
導
い
て
く
れ
た
と
感
謝

の
感
動
を
味
わ
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ど
の
講
話
も
体
験
を
通
し
て
父
母
へ
の

感
謝
の
想
い
が
伝
わ
り
、
感
動
ば
か
り
で
し

た
。

　「
実
相
の
自
分
は
病
ん
で
い
な
い
」。
頭
で

は
理
解
し
、
自
己
讃
嘆
を
続
け
て
い
ま
し
た

が
、
ど
こ
か
に
ま
だ
自
己
処
罰
の
心
が
残
っ

て
い
る
の
で
は
と
気
づ
き
ま
し
た
。
ど
ん
な

悪
し
き
事
が
起
こ
っ
て
も
影
、
ウ
ソ
、
本
物

で
は
な
い
。
神
は
全
て
の
全
て
、
そ
し
て
善

一
元
な
の
だ
か
ら
、
も
う
一
度
新
生
し
た
今
、

神
様
の
お
役
に
立
た
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

強
く
思
い
ま
す
。

　
教
区
の
方
か
ら
一
緒
に
行
こ
う
と
勧
め
ら

れ
、
私
も
一
度
は
宇
治
の
練
成
会
に
行
き
た

い
と
前
々
か
ら
思
っ
て
い
た
た
め
参
加
し
ま

し
た
。

　
今
日
の
浄
心
行
は
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ

この日一日、神が私を導き給う

Ｈ
．
Ｔ   

（
80
代
）〈
女
性
〉

Ｋ
．
Ｎ   

（
70
代
）〈
女
性
〉

第
六
二
五
回（
七
月
） 

短
期
練
成
会

体
験
感
想
文

Ｉ
．
Ｓ   

（
70
代
）〈
女
性
〉
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し
て
い
ま
す
。

　
先
祖
供
養
祭
で
、
私
と
娘
の
嫁
ぎ
先
の
名

前
を
先
導
者
に
招
霊
い
た
だ
き
、
ご
先
祖
様

が
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
実
感
が
湧
き

ま
し
た
。
涙
を
禁
じ
得
な
い
程
の
嬉
し
さ
と

「
護
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
」と
い
う
感
謝
の

念
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
娘
も
多
忙
で
信
仰
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
こ
と
で
導
か
れ
て
神
の
子

の
自
覚
を
ど
ん
ど
ん
深
め
、
側
で
見
て
い
て

驚
く
程
の
信
仰
心
の
深
さ
が
伝
わ
っ
て
き
て
、

と
て
も
嬉
し
く
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。
今

で
は
私
の
方
が
見
習
わ
ね
ば
と
感
じ
る
程
の
、

神
の
子
さ
ん
で
す
。
そ
し
て
頑
張
り
屋
さ
ん

で
、
頼
も
し

く
感
じ
る
こ

の
頃
で
す
。

娘
の
明
る

い
前
向
き
な

姿
を
見
て
い

る
と
ホ
ッ
と

い
た
し
ま
す
。

短
期
間
で
神

の
子
さ
ん
ら

し
く
な
っ
た

娘
は
誇
ら
し
く
、
嬉
し
い
気
持
ち
で
見
守
っ

て
お
り
ま
す
。
現
在
の
問
題
も
必
ず
善
き
方

向
へ
導
か
れ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
十
数
年
ぶ
り
に
練
成
会
に
参
加
で
き
た
幸

せ
と
喜
び
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
尚
一
層
神

の
子
ら
し
い
生
き
方
を
し
て
、
周
り
の
方
々

と
の
幸
せ
な
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
強

く
心
に
決
め
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
本
山
に
参

り
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

　
自
分
に
病
気
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
参
加

を
決
め
ま
し
た
。
診
断
を
受
け
て
か
ら
し
ば

ら
く
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
生
長
の
家
を
思

い
出
し
、
聖
経
を
読
み
始
め
本
を
読
み
返
し

て
い
る
う
ち
に
、
練
成
会
に
も
行
く
べ
き
だ

と
思
い
、
も
う
一
度
行
き
た
い
と
言
っ
て
い

た
母
と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
日
二
日
目
の
途
中
参
加
で
し
た
の
で
ま

だ
少
し
で
す
が
、
浄
心
行
が
出
来
た
こ
と
が

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
先
祖

供
養
の
大
切
さ
を
し
っ
か
り
と
学
ば
せ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
も
と
て
も
大
き
く
、
こ
れ
か

ら
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
父
母
に
感
謝
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
神
の

子
完
全
円
満
で
あ
る
こ
と
も
常
に
忘
れ
ず
、

過
去
の
こ
と
は
今
日
で
全
部
忘
れ
て
明
る
く

過
ご
し
、
大
安
心
で
手
術
で
も
何
で
も
受
け

よ
う
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
息
子
が
失
業
し
、
面
接
を
受
け
て
い
る
が

落
ち
て
ば
か
り
い
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は

い
け
な
い
と
思
い
母
に
伝
え
る
と
、
練
成
会

に
参
加
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
息
子
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
私
の
考
え

を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

息
子
も
私
も
神
の
子
、
そ
の
ま
ま
で
素
晴
ら

し
い
。
主
人
に
対
し
て
も
い
ち
い
ち
細
か
く

言
っ
て
正
そ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
主
人
も

そ
の
ま
ま
で
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
家
に
帰
っ
た
ら
ま
ず
主
人
に
今
ま
で
の
こ

と
を
謝
り
、
悪
い
面
を
見
な
い
で
、
神
の
子

だ
と
心
か
ら
手
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
練
成
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
紅
葉
の

時
期
に
来
た
い
と
思
い
ま
す
。

人の生き甲斐は、愛され、認められ、役に立つこと

早朝行事

Ｙ
．
Ａ   

（
50
代
）〈
女
性
〉

（
Ｈ
．Ｔ
さ
ん
の
娘
さ
ん
）

Ｒ
．
Ｈ   

（
50
代
）〈
女
性
〉
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会
社
の
研
修
で
参
加
。

　
自
社
で
も
社
員
セ
ミ
ナ
ー
で
笑
い
の
練
習

を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
こ
に
来
て
レ

ベ
ル
が
違
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
経

験
を
活
か
し
て
、
よ
り
全
員
が
笑
顔
に
な
る

笑
い
の
練
習
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
感
謝
に
つ
い
て
も
深
く
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
、
当
た
り
前
な
こ
と
が
あ
り
が
た
い

事
な
ん
だ
と
思
い
、
小
さ
な
こ
と
で
も
、
ど

ん
な
こ
と
に
も
感
謝
す
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
。

　
昨
年
六
月
・
七
月
の
短
期
練
成
会
に
長
男

の
第
二
子
の
安
産
を
願
い
、
夫
と
共
に
参
加

し
ま
し
た
。
長
男
の
お
嫁
さ
ん
は
妊
娠
中
胎

児
の
異
常
を
指
摘
さ
れ
、
不
安
な
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
練
成
会
で
も
無
事
を
祈

り
ま
し
た
が
、
赤
ち
ゃ
ん
は
七
か
月
で
お
腹

の
中
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夫
は

練
成
会
に
参
加
し
て
か
ら
、
毎
日
聖
経
を
仏

前
で
あ
げ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、亡
く
な
っ
た
孫
の
永
代
供
養
と
、夫

の
祖
父
の
八
十
回
忌
の
為
に
練
成
会
に
参
加

を
し
ま
し
た
。
本
日
、
先
祖
供
養
と
永
代
供

養
の
手
続
き
が
終
わ
り
安
堵
し
て
い
ま
す
。

　
久
し
ぶ
り
の
宇
治
練
成
会
で
し
た
が
、
素

晴
ら
し
い
善
一
元
の
世
界
が
ま
た
目
の
前
に

現
れ
、
悦
び
の
日
々
で
し
た
。

　
私
は
神
の
子
で
、
そ
の
ま
ま
で
良
い
の
だ

と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
息
子
夫
婦
も
日
常

生
活
を
取
り
戻
し
、
こ
の
春
入
園
し
た
孫
娘

と
笑
顔
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
み
教
え
に
導

か
れ
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
次
男
も
契
約

社
員
で
真
面
目
に
働
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
家
族
の
良
い
と
こ
ろ

を
観
て
、
無
理
せ
ず
、
喜
ぶ
舞
台
に
し
て
い

こ
う
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

　
六
月
の
腹
痛
よ
り
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
、
地

域
病
院
、
県
立
病
院
を
経
て
す
い
臓
が
ん
が

判
明
し
、
抗
が
ん
剤
の
治
療
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
も
二
週
間
毎
に
続
け
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、永
遠
生
き
通
し
で
あ
り
ま
す
の
で
、迷

い
無
し
、
病
無
し
、
死
も
無
し
の
自
覚
を
魂

の
底
深
く
悟
る
べ
く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
早
朝
行
事
、
入
龍
宮
幽
斎
殿
に
て
の
神
想

観
、
先
祖
供
養
、
浄
心
行
、
そ
し
て
目
等
総
務

に
よ
る
個
人
指
導
に
て
、
心
新
た
に
神
の
子

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

と
て
も
あ
り
が
た
い
事
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
一
日
一
日
を
大
切
に
、
感
謝
を
徹
底
し
食

事
の
祈
り
も
欠
か
さ
ず
続
け
、
家
族
や
す
べ

て
の
人
々
に
深
切
に
生
長
の
家
の
み
教
え
を

伝
え
て
、
行
じ
て
参
り
ま
す
。
何
が
あ
っ
て

も
〝
大
丈
夫
〟
で
生
き
、
ま
た
練
成
会
に
仲

間
と
共
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
気
分
的
に
毎
日
が
疲
れ
る
の
で
、
ど
う
に

か
し
な
く
て
は
と
い
う
思
い
で
来
ま
し
た
。

ど
の
講
話
で
も
現
象
を
見
な
い
で
、
実
相
を

観
る
こ
と
、
自
己
礼
拝
・
自
己
讃
嘆
を
す
る

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
清
水
講
師
か
ら
は
、
家
族
は
一
つ
生
命
と

観
る
、
神
様
の
実
相
世
界
は
愛
に
満
た
さ
れ

て
お
り
一
体
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
学
ば
せ

感謝して受ければ困難はなくなる

Ｊ
．
Ｗ   

（
60
代
）〈
女
性
〉

Ａ
．
Ｏ   

（
70
代
）〈
男
性
〉

Ｃ
．
Ｍ   

（
20
代
）〈
男
性
〉

Ｆ
．
Ｆ   

（
70
代
）〈
女
性
〉

宝　　蔵
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息
子
が
急
に
腸
の
手
術
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
す
ぐ
に
神
癒
祈
願
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

手
術
も
、
そ
の
後
の
快
復
も
順
調
で
、
一
週
間

程
度
で
退
院
が
で
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
仕
事
も
少
し
ず
つ
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
社
会
的
に
も
大
事
な
立
場
で

す
の
で
、
と
て
も
嬉
し
く
、
重
ね
て
お
礼
申

も
祈
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
陰
様
で
申
し
分
の
な
い
家
が
与

え
ら
れ
、
無
事
に
引
っ
越
し
を
終
え
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
長
男
が
足
の
痛
み
を
訴
え
、
神
癒
祈
願
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
一
週
間
ほ
ど
し
て
出
血

し
、
検
査
を
し
た
と
こ
ろ
ポ
リ
ー
プ
が
大
き

い
の
で
手
術
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
大
き
な

病
院
で
検
査
す
る
と
、
癌
化
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
足
の
痛
み
か
ら
約
二
ヶ
月
、
無
事
に
手
術

は
終
わ
り
、
ポ
リ
ー
プ
も
良
性
で
、
痛
み
も

取
れ
て
い
ま
し
た
。
お
祈
り
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
も
う
一
人
の
息
子
の
新
居
の
こ
と

　
合
間
の
司
会
の
笑
い
が
も
の
す
ご
い
パ

ワ
ー
で
会
場
い
っ
ぱ
い
明
る
く
な
り
、
私
も

つ
ら
れ
て
頑
張
り
ま
し
た
。

　
決
意
と
し
ま
し
て
は
、
何
が
あ
っ
て
も
そ

の
奥
に
あ
る
神
様
の
愛
を
見
て
い
く
こ
と
、

周
り
を
も
明
る
く
す
る
こ
と
、
自
分
に
起

こ
っ
て
い
る
問
題
か
ら
逃
げ
ず
に
丁
寧
に
観

の
転
換
を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　〝
自
分
が
変
れ
ば
世
界
が
変
る
〟す
べ
て
が

あ
り
が
た
い
こ
と
ば
か
り
だ
と
思
え
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
練
成
会
も
得
る
も
の
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

	

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
宮
講
師
の
講
話
で
は
、「
実
相
の
夫
を
観

る
」
と
い
う
輝
子
先
生
の
ご
指
導
が
心
に
残

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
何
に
で
も
当
て
は
ま

り
ま
す
。

　
小
野
講
師
か
ら
も
両
親
に
感
謝
し
た
す
ご

い
体
験
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

神
癒
祈
願

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
申
し
込
み
頂
け
ま
す
。

奉
納
金
は
随
意
で
す
。

詳
し
く
は
神
癒
祈
願
課

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

今日は人生で一番幸福な日

〈
神
癒
祈
願
の
お
礼
状
〉

息
子
の
病
気
が
快
癒

Ｔ
．
Ｓ   

〈
女
性
〉

息
子
た
ち
の
祈
願
が
成
就

Ｙ
．
Ｋ   

〈
女
性
〉

宝　　蔵
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